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た。TRIM22タンパク質陽性群は陰性群に比べ有意に無再発生存期間が短かった(P = 0.012)。 
しかしながら、無再発生存期間に関する多変量解析において統計学的な有意性を確認できな
かった(P = 0.058, ハザード比2.701, 95%信頼区間0.967-7.546)。エストロゲン受容体陽性症例
における多変量解析では、TRIM22タンパク質は無再発生存期間に関する独立した有意な予後
因子であり、ハザード比は高値であった(P = 0.022, ハザード比4.804, 95%信頼区間
1.250-18.459)。乳がん術後内分泌療法施行患者における早期再発率はアロマターゼ阻害薬投与
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例よりタモキシフェン投与例で高率であったが統計学的有意差はなかった。 
【結論】 
乳がんにおける TRIM22 タンパク質の免疫染色性は、エストロゲン受容体陽性患者における
独立した有意な予後因子であることが示された。 
 
